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 令和２年１０月１２日 

 

 

★大東公明党議員団が要望した地方創生臨時 
交付金が９月議会で可決されました！ 
 

 

  

公明党が要望しました

『プレミアム商品券』が、

決定しました。1万円分

のレシートで５０００円の

商品券と交換できます。 

★公明党が主張し、反映された『令和2年9月議会 

地方創生臨時交付金及び一般会計予算』 
 

◆大東市内店舗支援事業（プレミアム商品券） 2億6千970万円 

◆雇用維持給付費（大東市版雇用調整助成金）      9千705万円 

       [中小企業者30万円 小規模事業者20万円] 

◆GIGAスクール推進事業（Wi-Fi環境）             1,140万円 

◆オンライン図書館[電子書籍]整備事業(7月臨時)   1,393万円 

◆水道基本料金無料の期間延長（10月検針分から4か月） 

 

 
 

さかい一樹議員 あずま健太郎議員 

 

★大東市プレミアム商品券が発行されます！ 
 

 
 

令和2年9月議会で地方創生臨時交付金を含む、補

正予算総額2１億8千920万6千円が可決されました。 

その中で、公明党が要望しましたコロナ禍の経済対策

である、プレミアム商品券などが盛り込まれました。  

また、夜間議会で杉本議員が一般質問を行い、防災 

上の女性リーダーの育成を訴えました。東議員は、行

政のデジタル化計画をあるべき姿に構築すべきと強く

要望。酒井議員は、遺族の窓口手続きを簡素化する

お悔やみコーナーの設置を要望しました。いずれも行

政より、実現に対し前向きな答弁を引き出しました。 

 

おおつか真司議員 杉本みゆき議員 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★恒久平和を希求し、戦後７５年目の終戦記念 
街頭演説を大東市公明党議員団で行いました！ 
 

 
 

 

 

 

住道南ロータリーで終戦記念街頭を行う大東市公明党議員団 

令和２年８月１５日終戦記念日に大東市公明
党議員団は、終戦記念街頭を住道駅前南ロー
タリーで行いました。戦後７５年目を迎え、語り部
となる戦争体験者はますます減少しています。
公明党として戦争の悲惨さを語り継ぎ、平和の
尊さを訴え続けてまいります。全世界的なコロナ
ウィルスで自国中心主義が台頭する中、公明
党はSDGS基本とした国際協調を推進していま
す。 大東市も公明党が推進し、昭和５８年に
非核平和都市宣言を採択しています。 
 

★コロナ禍の『新しい避難対策』で公明党が推進
したワンタッチ室内テントが導入されました。 

 公明党として新型コロナウィルスの影
響で感染症を見越した新たな避難
対策を要望していましたが、市として
避難所の三密回避とプライバシー確
保のため、室内型ワンタッチテントを
２０００個配置しました。コロナ禍の災
害発生に対し、公明党として市民の
安心安全を進めることが出来ました。 

 

★猛暑の中、夏季献血運動を行いました！ 
 

 

 

令和２年８月２日、恒例の『福祉と教

育の街を推進する会』（樋口一義代

表）主催の夏季献血運動を住道駅北

デッキ広場で行いました。 

この日は、３６℃を超える猛暑日となり

ましたが、多くの方にご協力を頂く事が

出来ました。役員の皆様はじめ関係

者の皆様に深く感謝申し上げます。 

 
テントが仕切りとなり間隔を確保。 

 

公明新聞の取材のため、消防本有で危機
管理職員から説明を受けました。 

★東坂市長に『自公協同政策』を提出しました。 

協同 

 

自公政権のコロナ対策を基礎自治体としても、しっか

りと進めることが重要です。そこで大東市公明党と

JIMIN翔政会（自民会派）で協同政策提案をまとめ、

東坂市長に提出しました。『①大東市版家賃給付金

の創設②学校給食の無償化③１８歳までの子ども

医療費助成④プレミアム商品券の発行（11月実

施）。』以上の４項目を推進してまいります。 
協同政策提案を東坂市長に提出する大東市公明党とJIMIN翔政会 


